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２
０
１
３
年
度 

第
４
回
研
修
会
報
告 ･

･･
･
･
･･

１ 


 

建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り 

「
床
鳴
り
の
憂
鬱
」･

･･
･
･
････

･

２ 


 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ･

････
･

４ 

 

 

 

 

去
る
４
月
５
日
（
土
）、
品
川
区
立
総

合
区
民
会
館
（
き
ゅ
り
あ
ん
）
に
お
い
て
、

２
０
１
３
年
度
第
四
回
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
概
要
を
報
告

し
ま
す
。 

 

 

  

■
１
時
限
目 

「
フ
ラ
ッ
ト
３
５
技
術
基
準
と 

公
庫
技
術
基
準
の
比
較
」 

講
師 

中
山
良
夫
（
当
会
事
務
局
長
、

建
築
Ｇ
メ
ン
、
一
級
建
築
士) 

  

フ
ラ
ッ
ト
３
５
の
木
造
住
宅
工
事
仕

様
書
（
編
著
：
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融

支
援
機
構
。
以
降
は
「
機
構
仕
様
書
」
と

表
現
し
ま
す
）
と
住
宅
金
融
公
庫
の
木
造

住
宅
工
事
共
通
仕
様
書
（
監
修
：
住
宅
金

融
公
庫
、
発
行
：
財
団
法
人
住
宅
金
融
普

及
協
会
。
以
降
は
「
公
庫
仕
様
書
」
と
表

現
し
ま
す
）
の
比
較
検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

 

平
成
１
５
年
改
訂
版
の
公
庫
仕
様
書

に
対
す
る
、
平
成
２
５
年
版
の
機
構
仕
様

書
の
追
加
・
変
更
箇
所
の
う
ち
、
重
要
と

思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

機
構
仕
様
書
は
、
そ
の
時
代
の
標
準
仕

様
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
頻
繁

に
追
加
・
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
で
は
、
平
成
２
０
年
版
の
住
宅
瑕
疵
担

保
責
任
保
険
の
設
計
施
工
基
準
と
の
整

合
化
、
平
成
２
４
年
版
の
「
わ
か
り
や
す

さ
・
見
や
す
さ
・
使
い
や
す
さ
」
を
念
頭

に
置
い
た
一
新
、
さ
ら
に
度
重
な
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
告
示
の
改
正
に
よ
る
断
熱
工

事
の
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

解
説
が
あ
っ
た
３
０
以
上
の
項
目
の

中
か
ら
、
特
に
注
意
が
必
要
と
思
わ
れ
る

点
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

１
．
布
基
礎
の
立
ち
上
が
り
の
厚
さ
が
、

「
公
庫
仕
様
書
で
は
１
２
０
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
１
５
０
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
を
標
準
」
か
ら
「
機
構
仕

様
書
で
は
１
５
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
上
」
に
変
更
。 

２
．「
座
金
」
と
い
う
項
目
が
新
た
に
で

き
た
。「
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
に
用
い

る
座
金
は
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な

座
金
を
選
択
す
る
」
が
新
し
い
基
準
。

使
用
例
と
し
て
、
柱
脚
ま
た
は
柱
頭

接
合
部
の
短
期
許
容
引
張
耐
力
が

６
．
４
ｋ
Ｎ
以
下
の
場
合
、
座
金
の

仕
様
は
「
厚
さ
４
．
５
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
４
０×

４
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
」

と
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
短
期
許
容
引

張
耐
力
が
６
．
４
ｋ
Ｎ
を
超
え
る
場

合
は
、
更
に
大
き
な
座
金
が
必
要
と

な
る
点
に
注
意
。 

３
．
ホ
ー
ル
ダ
ウ
ン
専
用
ア
ン
カ
ー
ボ
ル

ト
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
の
埋
め
込

み
長
さ
が
、
公
庫
仕
様
書
で
は
「
３

６
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
」
か
ら
、
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機
構
仕
様
書
で
は
「
ホ
ー
ル
ダ
ウ
ン

金
物
が
２
５
ｋ
Ｎ
以
下
の
場
合
は

３
６
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
２
５

ｋ
Ｎ
を
超
え
る
場
合
は
特
記
に
よ

る
」
に
変
更
。
参
照
の
表
で
は
「
２

５
ｋ
Ｎ
を
超
え
３
５
．
５
ｋ
Ｎ
以
下

の
場
合
は
５
１
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
」

と
な
っ
て
い
る
。
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

の
埋
め
込
み
長
さ
が
５
１
０
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
場
合
、
ア
ン
カ
ー
ボ
ル

ト
が
基
礎
底
盤
内
に
埋
ま
る
こ
と

か
ら
、
施
工
手
順
に
注
意
が
必
要
と

な
る
。 

４
．
こ
れ
ま
で
床
下
換
気
孔
ま
わ
り
の
補

強
例
は
あ
っ
た
が
、
新
た
に
「
人
通

口
ま
わ
り
補
強
例
」
「
基
礎
立
上
が

り
高
さ
が
小
さ
い
場
合
の
補
強
例
」

が
掲
載
さ
れ
た
。 

５
．
断
熱
材
の
施
工
位
置
の
解
説
文
が
変

更
に
な
っ
た
。
基
礎
断
熱
工
法
の
基

礎
に
施
工
す
る
断
熱
材
の
位
置
に

関
し
て
、
基
礎
の
内
側
に
施
工
す
べ

き
地
域
が
変
更
に
な
っ
た
。
ま
た
、

や
む
を
得
ず
基
礎
の
外
側
に
断
熱

材
を
施
工
す
る
場
合
の
工
夫
方
法

と
し
て
、
日
本
木
材
保
存
協
会
認
定

の
防
蟻
剤
処
理
断
熱
材
ま
た
は
耐

蟻
性
を
も
つ
断
熱
材
を
隙
間
な
く

施
工
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
維
持
管
理
方
法
と
し
て
、
日
本

し
ろ
あ
り
対
策
協
会
が
定
め
て
い

る
維
持
管
理
型
し
ろ
あ
り
防
除
工

法
標
準
仕
様
書
に
則
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。 

６
．
新
た
に
屋
根
勾
配
の
最
低
基
準
（
１

／
１
０
以
上
）
が
で
き
た
。 

７
．
外
壁
内
通
気
措
置
の
工
法
が
具
体
的

に
示
さ
れ
た
。 

８
．
設
備
工
事
（
給
排
水
、
ガ
ス
、
電
気
、

衛
生
等
）
の
仕
様
書
本
文
に
つ
い
て

は
、
各
仕
様
を
特
記
す
る
こ
と
を
前

提
に
簡
素
化
さ
れ
た
。
な
お
、
仕
様

書
解
説
部
に
は
、
関
係
法
令
や
参
考

と
す
る
基
準
・
指
針
を
充
実
さ
せ
た
。

給
排
水
設
備
工
事
に
使
用
す
る
材

料
は
「
衛
生
設
備
設
計
図
及
び
配
管

計
画
書
に
基
づ
く
も
の
」
と
規
定
し
、

図
面
等
を
有
す
る
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
給
排
水
設
備

の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
「
空
気
調

和
・
衛
生
設
備
工
事
標
準
仕
様
書
」

「
給
排
水
衛
生
設
備
規
準
・
同
解

説
」
「
給
排
水
設
備
技
術
基
準
・
同

解
説
」
を
参
照
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。 

 

■
２
時
限
目 

「
金
属
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
張
等
の 

施
工
に
関
す
る
考
察
」 

講
師 

川
口
晴
保
（
当
会
副
理
事
長
、

建
築
Ｇ
メ
ン
、
一
級
建
築
士
） 

 

 

 

１
．
木
造
下
地
・
軸
組
構
造
・
縦
張
り
の 

金
属
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
外
壁
改
修

事
例 

実
際
の
改
修
工
事
に
お
け
る
開
口
部

廻
り
を
主
と
し
た
事
例
写
真
に
よ
る
問

題
点
、
サ
ッ
シ
枠
に
取
り
付
く
見
切
り
縁

（
既
製
品
）
の
雨
仕
舞
い
処
理
に
関
す
る

良
い
事
例
・
悪
い
事
例
の
比
較
説
明
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
他
、
１
次
防
水
を
軽
視
し
、

あ
く
ま
で
透
湿
防
水
シ
ー
ト
等
の
２
次

防
水
に
期
待
す
る
施
工
方
法
は
、
耐
久
性

能
の
減
少
等
を
招
き
好
ま
し
く
な
い
こ

と
、
２
次
防
水
に
頼
ら
ず
１
次
防
水
に
充

分
配
慮
し
た
施
工
が
好
ま
し
い
と
し
、
見

切
り
縁
の
具
体
的
雨
仕
舞
い
例
を
解
説

さ
れ
た
。 

 ２
．
鋼
板
製
水
切
り
金
物
の
ジ
ョ
イ
ン
ト 

部
及
び
笠
木
廻
り
の
防
水
施
工
に
つ
い 

 

て 

 

水
切
り
金
物
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
の
施
工

不
良
に
よ
る
床
下
へ
の
雨
漏
り
事
例
を

紹
介
し
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
の
重
ね
幅
の
不

足
や
下
面
水
切
り
鋼
板
の
端
部
折
り
返

し
が
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
た
と
結

論
付
け
た
。
又
、
一
般
的
笠
木
廻
り
の
標

準
防
水
納
ま
り
、
特
殊
防
水
事
例
等
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
。 

  

講
義
終
了
後
、
質
疑
応
答
、
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
梁
受
け
金
物
の
使
い
方
や
防

水
施
工
の
別
事
例
・
代
案
等
に
つ
い
て
も

討
議
さ
れ
ま
し
た
。 

   
 
 
 
 
 

 

 
 

 

副理事長 川口晴保 
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こ
の
と
こ
ろ
、「
新
築
の
木
造
住
宅
で
、

歩
く
た
び
に
ギ
シ
ギ
シ
、
ミ
シ
ミ
シ
と
い

う
き
し
み
音
が
ひ
ど
く
、
非
常
に
不
快
で

す
」
と
い
う
相
談
を
よ
く
受
け
ま
す
。
こ

れ
は
、
い
わ
ゆ
る
床
鳴
り
と
い
う
現
象
で

す
。
し
か
し
、
調
査
当
日
に
は
床
鳴
り
が

起
き
な
か
っ
た
り
、
起
き
て
も
発
生
音
が

小
さ
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
施
工
者
に
見

て
も
ら
っ
て
も
、
そ
の
時
に
は
床
鳴
り
音

が
小
さ
く
、
許
容
範
囲
だ
と
判
断
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
生
活
し
て
み
る
と

床
鳴
り
が
ひ
ど
く
、
不
快
な
日
が
続
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
補
修
に
よ
り
、
い
っ
た

ん
は
床
鳴
り
が
解
消
さ
れ
て
も
再
発
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
補
修
を
繰
り
返
す

う
ち
に
施
工
者
も
嫌
に
な
り
、
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。 

ギ
シ
ギ
シ
、
ミ
シ
ミ
シ
と
い
う
き
し
み

音
に
対
す
る
感
覚
は
人
に
よ
っ
て
差
が

あ
る
た
め
、
生
活
に
支
障
が
あ
る
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ま
た
、

発
生
音
の
許
容
範
囲
を
決
め
た
基
準
が

な
い
こ
と
も
き
し
み
音
に
関
す
る
問
題

解
決
を
難
し
く
し
て
い
ま
す
。 

 

「
田
中
峯
子
編 

建
築
・
近
隣
紛
争
の

法
律
相
談
」
（
田
中
峯
子
弁
護
士
は
当
会

顧
問
）
に
よ
る
と
、
瑕
疵
判
定
の
基
準
に

お
い
て
、
床
鳴
り
・
軋
み
の
瑕
疵
基
準
は

す
べ
て
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
来
、

地
盤
や
構
造
に
問
題
が
な
く
、
施
工
精
度

が
良
好
で
あ
れ
ば
床
鳴
り
は
起
き
ま
せ

ん
。
床
鳴
り
は
、
構
造
的
な
欠
陥
、
材
料

の
欠
陥
ま
た
は
下
地
材
の
不
備
、
床
張
り

の
施
工
不
良
な
ど
、
必
ず
原
因
と
な
る
瑕

疵
が
存
在
し
ま
す
。
床
鳴
り
の
多
く
が
何

ら
か
の
瑕
疵
に
よ
り
起
き
て
い
る
と
す

れ
ば
、
た
か
が
床
鳴
り
と
片
付
け
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

 

床
鳴
り
に
よ
る
発
生
音
は
、
構
成
材
同

士
が
こ
す
れ
る
音
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
主

に
床
材
と
床
材
、
捨
て
張
り
材
と
捨
て
張

り
材
同
士
が
こ
す
れ
合
っ
て
出
る
摩
擦

音
で
す
。 

ま
た
、
材
料
の
膨
張
・
収
縮
に
よ
っ
て

部
位
構
成
材
が
変
形
し
、
音
が
発
生
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
構
成
材
の
変
形
は
、

経
年
変
化
に
よ
る
歪
み
の
進
行
、
季
節
に

よ
る
温
湿
度
の
変
化
、
床
暖
房
な
ど
に
よ

る
乾
燥
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

床
鳴
り
の
原
因
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
、
大
き
く
分
け
て
「
構
造
の
問
題
」

と
「
床
材
や
施
工
法
の
問
題
」
に
分
類
さ

れ
ま
す
。 

 

■
構
造
の
問
題 

①
大
引
や
根
太
の
ス
パ
ン
、
間
隔
、
断

面
寸
法 

②
床
束
や
束
石
の
設
置
方
法 

③
地
盤
、
基
礎
、
木
構
造
の
問
題
に
よ

る
構
成
材
の
変
形 

■
床
材
や
施
工
法
の
問
題 

①
捨
て
張
り
材
（
合
板
）
の
厚
さ
、
含

水
率
、
突
合
せ
の
隙
間
、
釘
と
接
着

剤
の
併
用
施
工 

 

②
仕
上
げ
材
（
合
板
、
無
垢
材
）
の
割

り
付
け
、
釘
と
接
着
剤
の
併
用
施
工
、

巾
木
下
の
隙
間 

 

最
近
遭
遇
し
た
床
鳴
り
で
、
印
象
に
残

っ
た
原
因
を
紹
介
し
ま
す
。 

１
．
根
太
・
大
引
と
捨
て
張
り
材
の
接
着

不
良 

２
．
捨
て
張
り
材
と
仕
上
げ
材
の
接
着
不 

 

良 

３
．
受
け
材
が
な
い
場
合
の
捨
て
張
り
材 

接
合
部
の
さ
ね
（
板
の
側
面
に
凸
部
と 

凹
部
を
つ
く
り
、
は
め
込
む
つ
な
ぎ
方
）

加
工
部
分
の
接
着
不
良 

 
 

床
張
り
の
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、

接
着
剤
の
品
質
や
塗
布
量
を
指
示
し

て
い
る
が
、
床
鳴
り
で
も
っ
と
も
多
い

原
因
が
接
着
剤
の
量
の
不
足
で
す
。
床

下
か
ら
補
強
し
た
り
、
床
束
を
追
加
し

た
り
、
補
修
を
繰
り
返
し
て
も
直
ら
な

い
物
件
が
あ
り
ま
し
た
。
原
因
の
特
定

を
し
な
い
ま
ま
に
補
修
を
繰
り
返
す

こ
と
で
、
床
組
は
傷
だ
ら
け
で
手
を
付

け
よ
う
が
な
い
状
態
で
す
。
結
局
、
床

を
剥
が
す
こ
と
に
な
り
、
剥
が
そ
う
と

し
た
ら
簡
単
に
剥
が
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
接
着
剤
は
わ
ず
か
に
あ
る
だ
け

で
、
決
定
的
な
接
着
剤
の
塗
布
量
不
足

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

４
．
捨
て
張
り
材
と
仕
上
げ
材
の
間
に
ゴ 

 

ミ 

捨
て
張
り
材
と
仕
上
げ
材
の
接
着

不
良
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
原
因

が
ゴ
ミ
だ
っ
た
物
件
が
あ
り
ま
し
た
。

信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
捨
て
張

り
材
と
仕
上
げ
材
の
間
に
細
か
な
挽

き
ク
ズ
や
ゴ
ミ
が
あ
り
、
密
着
し
て
い

な
い
状
態
で
し
た
。
真
の
原
因
は
、
お

粗
末
な
施
工
上
の
怠
慢
と
い
う
こ
と

建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り 

「
床
鳴
り
の
憂
鬱
」 

 
文
責 
理
事
・建
築
Ｇ
メ
ン 

山
形
県 

蒲
生
政
明 
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に
な
り
ま
す
。 

５
．
根
太
の
木
痩
せ
に
よ
る
床
材
の
浮
き 

床
を
歩
く
と
、
床
鳴
り
と
同
時
に
ふ

わ
ふ
わ
し
た
感
じ
に
な
る
物
件
が
あ

り
ま
し
た
。
床
下
か
ら
根
太
を
観
察
す

る
と
、
根
太
天
端
と
捨
て
張
り
材
の
間

に
隙
間
が
あ
り
ま
す
。
測
定
し
て
み
る

と
隙
間
幅
は
約
１
．
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

で
す
。
経
年
に
よ
る
微
細
な
木
痩
せ
は

避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
こ
の
収

縮
量
は
尋
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
根
太

が
未
乾
燥
材
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
物
件
の
床
の
発
生
音
は
釘

の
こ
す
れ
音
（
い
わ
ゆ
る
釘
鳴
り
）
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

  

床
鳴
り
は
、
原
因
を
突
き
止
め
な
い
こ

と
に
は
直
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
人
間

の
病
気
に
対
す
る
考
え
方
と
同
じ
で
、
根

本
か
ら
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

床
鳴
り
の
原
因
を
突
き
止
め
る
に
は
、

音
が
発
生
す
る
場
所
を
平
面
図
に
記
載

し
、
分
布
状
況
を
調
べ
て
み
る
こ
と
も
よ

い
方
法
で
す
。
ま
た
、
常
時
音
が
発
生
し

て
い
る
の
か
、
季
節
に
よ
っ
て
発
生
す
る

の
か
と
い
う
時
期
の
特
定
も
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
が
原
因
を
知
る
手
が
か

り
と
な
り
ま
す
。 

 

簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
の
が
床
鳴
り

の
原
因
特
定
で
す
。
ま
た
、
原
因
次
第
で

は
補
修
工
事
が
大
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

施
工
者
に
相
談
し
て
も
原
因
が
分
か
ら

な
い
、
補
修
を
繰
り
返
し
て
も
直
ら
な
い

な
ど
の
事
態
を
打
開
す
る
に
は
、
専
門
家

に
よ
る
調
査
を
必
要
と
し
ま
す
。 

  
 
 
 

 

  

 

□
Ｈ
Ｐ
を リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た 

昨
年
度
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
当
会

Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
作
業
が
終
わ
り
、
正

式
に
新
Ｈ
Ｐ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲

載
し
ま
し
た
。 

Ｈ
Ｐ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
に
あ
た

り
、
ご
厚
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
多
く

の
会
員
の
皆
様
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

～～
編編
集集
後後
記記
～～ 

今
、
山
形
は
桜
が
ち
ょ
う
ど
満
開
で 

す
。
今
日
は
四
月
二
十
三
日
、
私
の
住 

む
地
域
は
今
度
の
週
末
が
満
開
で
す
。 

先
週
調
査
し
た
郡
山
は
も
う
葉
桜
で
し 

た
。
来
週
調
査
予
定
の
秋
田
は
そ
の
頃 

が
満
開
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

桜
開
花
前
線
を
見
る
と
、
三
月
十
九 

日
開
花
の
福
岡
か
ら
五
月
十
五
日
開
花 

の
稚
内
ま
で
、
約
二
か
月
か
か
り
ま
す
。 

改
め
て
細
長
い
日
本
列
島
の
形
を
思
い 

起
こ
し
ま
す
。 

そ
う
い
え
ば
、
当
会
の
第
四
回
研
修 

会
の
た
め
東
京
に
行
っ
た
の
は
四
月
五 

日
で
し
た
。
車
窓
か
ら
桜
を
見
た
の
を 

覚
え
て
い
ま
す
。
夜
九
時
頃
山
形
に
帰 

っ
た
の
で
す
が
、
駐
車
場
に
置
い
た
車 

に
は
雪
が
積
も
り
、
ガ
ラ
ス
の
雪
が
凍 

り
つ
い
て
い
ま
し
た
。 

編
集
後
記
を
書
き
な
が
ら
、
東
北
の 

住
宅
と
九
州
の
住
宅
で
は
ど
こ
が
違
う 

の
だ
ろ
う
か
と
、
想
い
を
巡
ら
せ
て
い 

ま
す
。 

 
 
 
 

（
Ｍ
・
Ｇ
） 

    

 

一緒に活動しませんか！ 

 

●会員の種類   ●年会費 

正  会  員 ----- 24,000円 

消費者正会員 ----- 12,000円 

一 般 会 員  -----  6,000円 

団体一般会員 ----- 48,000円 

   

※ご入会の際は入会申込書が必要です。 

事務局までご連絡ください。 

会員の種類： 
正会員、消費者正会員、一般会員、団体一般会員の４種あります。「義務と
権利」、「会費」が異なります。 
 
▽正会員 
「正会員」は、会の中核を担う存在で、総会の議決権を持ち、会の目的達成
のために必要な活動をし、会の運営に携わるものとします。相談等の業務へ
の対応は消費者正会員を除く「正会員」である必要があります。 
 
▽一般会員 
「一般会員」は「正会員」に比べ賛助会員としての性格を帯びています。も
ちろん積極的な参加もできますが、イベント参加や情報提供だけで良いとい
う方向けのものです。会社など団体で登録される場合は「団体一般会員」と
なりますが、会社の責任者が別途正会員になる必要があります。また、団体
一般会員であることを宣伝したり、名刺等に表記できません。 
   

事事
務務
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

 


